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平 成 3 0 年 第 ２ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 3 0 年 ６ 月 ８ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 3 0 年 第 ２ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 し ま し た と こ ろ 、 議 員 の 皆 様

に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 し て お り ま す 議 案

の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 3 1 号 か ら 議 案 第 3 4 号 ま で の 専 決 処 分

の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て で ご ざ い ま す 。  

 

 議 案 第 3 1 号  小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に

つ き ま し て は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 公

布 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 し た

も の で ご ざ い ま す 。  

 改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 法 人 市 民 税 の 「 申 告 納

付 、 納 期 限 延 長 の 場 合 の 延 滞 金 」 に 関 す る こ と や 、 固

定 資 産 税 の「 課 税 標 準 の 特 例 」措 置 に 関 す る こ と な ど 、

所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 2 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 地 方 税 法 施 行 令 等

の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 国 民 健 康 保 険
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税 条 例 の 一 部 を 改 正 し た も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 保 険 税 の 課 税 限 度 額 の

引 上 げ と 低 所 得 者 の 保 険 税 の 軽 減 を 拡 充 し 、 さ ら に マ

イ ナ ン バ ー に よ る 情 報 連 携 に あ た り 事 務 の 簡 素 化 を 図

る た め 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 3 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ８ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、 そ れ ぞ

れ 5 , 0 0 0 万 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳

出 そ れ ぞ れ 2 1 8 億 4 , 0 1 1 万 ８ 千 円 と し た も の で ご ざ い

ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 歳 出 に 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 へ

の 繰 出 金 を 計 上 し 、歳 入 に つ き ま し て は 、地 方 譲 与 税 、

各 種 交 付 金 、地 方 交 付 税 等 の 額 の 確 定 に よ り 増 減 額 し 、

財 政 調 整 基 金 の 繰 入 金 を 減 額 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 4 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ５ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 歳 入

歳 出 予 算 の 総 額 6 1 億 3 , 1 9 7 万 7 千 円 に 変 更 は な く 、歳

入 に お い て 国 庫 支 出 金 を 減 額 し 、 繰 入 金 を 増 額 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、平 成 2 9 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険 特 別

会 計 の 決 算 で 歳 入 が 不 足 す る こ と か ら 、平 成 2 9 年 度 小

城 市 一 般 会 計 か ら 繰 入 れ 、 歳 出 予 算 に 充 用 す る も の で

ご ざ い ま す 。  
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以 上 の ４ 議 案 に つ き ま し て は 、 議 会 を 招 集 す る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 1 7 9

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、予 算 は ３ 月 3 0 日 付 け 、条 例 は

３ 月 3 1 日 付 け で 専 決 処 分 を い た し ま し た の で 、同 条 第

３ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 し 、 議 会 の 承 認 を 求 め る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 5 号  小 城 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 地 方 税 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ

る こ と に よ り 、 小 城 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 個 人 市 民 税 の 「 人 的 控

除・基 礎 控 除 」や 、法 人 市 民 税 の「 電 子 申 告 の 義 務 化 」、

た ば こ 税 の 「 税 率 」 な ど の 見 直 し の ほ か 、 固 定 資 産 税

の 「 課 税 標 準 の 特 例 」 の 臨 時 的 措 置 を 講 じ る な ど 、 所

要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 6 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 佐 賀 県 国 民 健 康 保 険

広 域 化 に 伴 い 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 内 容 で ご ざ い ま す が 、 児 童 福 祉 施 設 入 所 児 童 や

里 子 と し て 委 託 さ れ た 児 童 等 に つ き ま し て 、 国 民 健 康

保 険 の 被 保 険 者 と し な い こ と に よ り 、 児 童 福 祉 法 の 規

定 に よ る 救 済 措 置 を 受 け ら れ る よ う 所 要 の 規 定 の 整 備
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を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 7 号  小 城 市 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業

の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 厚 生 労 働 省 令 で あ る 放 課

後 児 童 健 全 育 成 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 の 一

部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。 

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ に お

け る 支 援 員 の 基 礎 資 格 に つ い て 、 対 象 者 を 拡 大 す る と

と も に 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 8 号  佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 を 組 織

す る 地 方 公 共 団 体 の 数 の 増 加 及 び 規 約 の 変 更 に つ い て

で ご ざ い ま す が 、 一 部 事 務 組 合 規 約 の 変 更 は 地 方 自 治

法 第 2 8 6 条 第 1 項 及 び 第 2 9 0 条 の 規 定 に よ り 関 係 地 方

公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 が 必 要 と な る も の で ご ざ い ま す 。 

内 容 で ご ざ い ま す が 、「 佐 賀 県 東 部 環 境 施 設 組 合 」を

佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 に 加 入 さ せ 、 議 会 の 議 員 そ の

他 非 常 勤 の 地 方 公 務 員 に 係 る 公 務 災 害 又 は 通 勤 災 害 に

対 す る 補 償 に 関 す る 事 務 の 共 同 処 理 へ 参 加 さ せ る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  
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議 案 第 3 9 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 １ 号 ）は 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、そ れ ぞ れ 1 , 4 5 3

万 ７ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ

れ ぞ れ 2 1 6 億 2 , 6 6 1 万 １ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 生 活 保 護 制 度 改 正 に 伴 う シ ス

テ ム の 改 修 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 国 土 調 査 の 修 正 費 用 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 1 0 款  教 育 費 で は 、特 別 支 援 教 室 の 増 加 に 伴 う 空

調 機 設 置 や 小 城 明 治 維 新 1 5 0 年 記 念 事 業（ 小 城 市 の 日 ）

の 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 国 ・ 県 支 出 金 、

使 用 料 及 び 手 数 料 、 諸 収 入 を 計 上 し 、 財 源 調 整 と し て

財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 4 0 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定

の 歳 入 歳 出 予 算 に 、そ れ ぞ れ 3 9 万 ６ 千 円 を 追 加 し 、補

正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 4 8 億 3 , 6 7 8 万 7

千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 歳 入 に つ き ま し て は 、 県 支 出 金
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を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 高 額 療 養 費 制 度 等 の 見 直 し に

伴 い 国 保 事 業 事 務 費 委 託 料 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 1 号  小 城 市 固 定 資 産 評 価 員 の 選 任 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、 ４ 月 の 人 事 異 動 に よ り 前 任 の

評 価 員 が 辞 職 し た た め 、 後 任 の 評 価 員 を 選 任 い た し た

く 地 方 税 法 第 4 0 4 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意

を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 続 き ま し て 、 報 告 第 ４ 号 か ら 報 告 第 ８ 号 ま で 一 括 し

て 御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、報 告 第 ４ 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続

費 繰 越 計 算 書 は 、 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ 整 備 事 業

か ら 中 学 校 空 調 設 備 整 備 事 業 ま で の ５ 事 業 に つ い て 、

平 成 3 0 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、地 方 自 治 法 施 行 令

第 1 4 5 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、報 告 第 ５ 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 一 般 会 計 繰 越

明 許 費 繰 越 計 算 書 は 、 住 民 基 本 台 帳 事 務 か ら 道 路 橋 り

ょ う 災 害 復 旧 事 業 ま で の 1 4 事 業 、総 額 ３ 億 7 4 3 万 5 , 8 3 2

円 を 平 成 3 0 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、地 方 自 治 法 施
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行 令 第 1 4 6 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ６ 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別 会

計 繰 越 明 許 費 繰 越 計 算 書 は 、平 成 2 9 年 度 小 城 市 下 水 道

特 別 会 計 補 正 予 算 第 ４ 号 に お い て 、 御 承 認 い た だ き ま

し た 小 城 処 理 区 事 業 費 、１ 億 2 , 6 1 0 万 円 を 平 成 3 0 年 度

に 繰 り 越 し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 6 条 第

２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 ７ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 平 成 3 0 年 ３ 月 2 0 日 、 公 用 車 が 区 長 の 宅 地

内 で 転 回 す る 際 に 、 後 方 の 車 庫 に 接 触 し 、 シ ャ ッ タ ー

支 柱 を 損 傷 さ せ た も の で 、 示 談 の 成 立 に よ り 、 小 城 市

長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の

規 定 に よ り 平 成 3 0 年 ５ 月 ８ 日 付 け で 専 決 処 分 を し ま し

た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り こ れ

を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ８ 号  平 成 2 9 年 度 一 般 財 団 法 人 小 城 市

体 育 協 会 の 経 営 状 況 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 地 方 自

治 法 第 2 4 3 条 の ３ 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 平 成 2 9 年 度 の 事

業 報 告 及 び 決 算 並 び に 平 成 3 0 年 度 の 事 業 計 画 及 び 予 算

を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 し ま し た が 、 御 審 議 の

上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 提 案

理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 


